






要約:地域医療での出生前診断の現況を知るために大学病院,関連施設を除く大阪府下産科

施設 693 施設にアンケート調査を行い,295 施設より回答を得た。胎児スクリ一二ング検査

はこのうち現在妊婦診療を行っている199施設中約55%の施設で施行されているにすぎず,

大病院ほど施行率が低下する傾向がみられた。これには検査者の時間的制約が大きい点が

挙げられ,また検査者の診断技術にも問題が提起された。 


